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平 成２６年９月 定 例 会

一 般 質 問 通 告 書 一 覧 （ ９月２５日 ）

答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

１ 消費税の増税について 知 事

消費税を１０％に引き上げるべきだとのことだが、県民

の暮らしの実情をどのように見ているか。また、今、消費

税を増税すべきではないと国に求めるべきであると考える

（１７番） がどうか。

山村 幸穂

(日本共産党) ２ 地域包括ケアの推進について 健康福祉部長

地域包括ケアの推進には、医療的ケアの必要な方への訪

問看護の充実や地域包括支援センターの機能強化が必要と

考えるがどうか。

３ 伝統ある銭湯を活かした福祉のまちづくりについて 【 要 望 】

４ 子ども・子育て支援新制度について こども・女性局長

（１）小規模保育など新たな種類の保育の一部の事業につい

て、国の基準では、職員の保育士資格要件が緩和され、給

食の外部搬入も認められているが、県は、保育の質の維持

についてどのように考えているのか。

（２）県において、保育士の確保・定着のための処遇改善や子

育てに関する経済的支援の充実のための保育料軽減に取り

組むべきと考えるがどうか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（１７番） ５ 若草山のモノレール設置計画について 知 事

山村 幸穂

(日本共産党) 若草山のモノレールについては、設置しないと判断され

たが、バス案の検討についても中止すべきと考えるがどう

か。

１ マイナンバー制度について 総 務 部 長

（１）マイナンバー制度の導入に向けて、国や地方はどのよう

に準備をし、また、県は、マイナンバー制度をどのように

利用しようとしているのか。

（１１番）

田中 惟允 （２）マイナンバー制度は、県民にとってどのような利便性が

(自由民主党) あるのか。

（３）マイナンバー制度のシステムの導入工程はどのようにな

っているのか。

２ 宇陀地域の道路整備について 【 要 望 】

３ 木材利用の促進について

（１）県では、「公共建築物における“奈良の木”利用推進方 農 林 部 長

針」の策定後、木材利用促進に向け、どのような取り組み

を行っているのか。

（２）今後、県が取り組む大規模建築物等への木材利用につい 農 林 部 長

て、どのように考えているのか。

（３）県産材を使った住宅等への助成制度について 【 要 望 】
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（１１番） ４ 森林環境税について 農 林 部 長

田中 惟允

(自由民主党) 森林環境税を活用した施業放置林の整備の進捗状況と森

林環境税の継続を含めた今後の取り組みに関する考え方に

ついて伺いたい。

５ 獣害対策について 農 林 部 長

（１）田畑を荒らす有害獣の頭数削減に向け、どのように取り

組むのか。

（２）有害獣の頭数削減を図るためには、射撃場の設置が必要

と考えるがどうか。

６ 県営水道室生ブランチについて 水 道 局 長

新たに整備された県営水道の室生ブランチの概要と室生

ブランチが整備され、室生地区に県営水道を導入すること

により、宇陀市にとってどのような効果・メリットがある

のか伺いたい。

７ 宇陀市室生多田地区にある産業廃棄物最終処分場について 景観・環境局長

地元の現状を受け止め、今後、この処分場の対策にどの

ように取り組むのか。

１ 奈良県立医科大学について 知 事

奈良県立医科大学の移転整備による新たな出発に向け、

地域医療に貢献する医師や看護師の人材育成を担う教育機

関として、また中南和地域をはじめとする県内医療の中核

（１５番） 的な病院として、医科大学が果たすべき役割やあるべき姿

森山 賀文 について、知事の思いを伺いたい。

(民主党)
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（１５番） ２ 県域水道について 知 事

森山 賀文

(民主党) 「奈良モデル」の取組の一つとして進めている、水道の

広域化実現に向けた県と市町村との水道事業運営の連携に

ついて、進捗状況は如何か。

３ アルコール健康障害対策について 医療政策部長

アルコール依存症に関する正しい知識を普及させ、依存

症への偏見をなくすために、県ではどのような取組をして

いるのか。また、かかりつけ医から専門医療機関や断酒会

等の自助グループにつなげるため、どのような取組をして

いるのか。

４ ＮＰＯ法人等に対する支援策について くらし創造

部 長

今後、協働を一層進めていくため、ＮＰＯ法人等への支

援にどう取り組んでいこうとされているのか。

５ 人口減少下にある奈良県での定住化促進策について まちづくり推進

局 長

県南部地域における分家住宅の許可基準による許可件数

の実績は、どのような状況か。

また、地方創生の観点からも、定住化促進策の一つとし

て、この基準を県下全域に適用してはどうか。

６ キャリア教育について 教 育 長

県教育委員会では、就職した生徒の状況や企業のニーズ

を踏まえ、どのような人材を養成していこうと考えている

のか。また、そのためにキャリア教育を今後どのように進

めていこうとしているのか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（１５番） ７ 高齢者に対する特殊詐欺について 警察本部長

森山 賀文

(民主党) 今年県下で発生している、高齢者に対する特殊詐欺被害

の状況と、その特徴はどのようなものか。

また、高齢者に対する特殊詐欺被害をなくすためのこれ

までの活動の効果及び更なる対策の取組状況はどうか。

１ 奈良県の教育行政について

（１）教育委員会制度を見直す改正地方教育行政法が来年４月 知 事

１日に施行されることに伴い、知事が教育行政の「大綱」

を策定し、併せて総合教育会議を主宰し、大綱や教育条件

（４３番） 等について協議・調整を行い、教育においてもリーダーシ

梶川 虔二 ップを発揮する制度となる。今後、奈良県の教育行政をど

(なら元気ク のように進めようとしているのか。

ラブ)

（２）教育長は、８月末に発表された全国学力・学習状況調査 教 育 長

の本県の調査結果をどのように捉えているのか。また、県

教育委員会として、今後どのように取り組んでいくのか。

２ ヘイトスピーチ（憎悪表現）への対応について 知 事

ヘイトスピーチについて、知事はどのように思い、今後

どう対応すればよいと考えるのか。また、あらゆる場にお

いてヘイトスピーチを許さない教育や啓発活動がとても重

要と考えるがどうか。

３ 公契約条例について 会 計 局 長

本県の公契約条例制定の意義をどのように考え、情報発

信していくのか。また、県内の市町村にも、県の公契約条

例の趣旨目的を周知し、こうした取組を拡げていくべきと

考えるがどうか。
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答弁を求める
質 問 者 名 質 問 項 目 及 び 質 問 の 要 旨

理 事 者

（４３番） ４ 奈良県立病院機構における患者の視点に立った医療の提供 医療政策部長

梶川 虔二 について

(なら元気ク

ラブ) （１）県立の３病院の法人化により、奈良県立病院機構の各セ

ンターにおいては、ますます、退院後の患者さんの状況等

も踏まえた患者本位のきめ細かい対応が求められると思う

が、患者支援センター等において具体的にどのように取り

組んでいくのか。

（２）西和医療センターは、西和地域の中核病院として、非常

に重要な役割を果たしてきた。地域に診療科がないケース

もあるようだが、今後、地域の医療機関との連携、役割分

担は、どのように取り組んでいくのか。

５ 農地の耕作放棄地対策について 農 林 部 長

準農家制度や営農型太陽光発電は、耕作放棄地の解消や

発生防止につながるものと考える。現在、県内の耕作放棄

地はどの程度あり、解消の対策としてどのような施策を講

じているのか。


